
ダモ脱気フィルター塩 ビシー ト用 I 取扱説明書J
商品内容 寸法図

• 付 属 品 (1セ ッ トに つ き)
• 脱 気 フ ィル タ ー本 体 1枚
• 押 さえ金 具 1枚
• 押 さえ金 具 固定 用 ビス 3本

(呼 び径 :4.0mm 首 下 長 さ:14mm)
• 本 体 固定 用 ビス 4本

(呼 び径 :5.0mm 首 下 長 さ:35mm
穿孔 径 :4.5mm)

• 養 生 シ ー ル 1枚

• 荷 姿
ダ モ脱 気 フ ィル タ ー 塩 ビシ ー ト用
2セ ッ ト入 り/ ケ ー ス

• ケガを防 ぐため製品を取 り扱 う際 には必ず手袋等 を着用 して くだ さい。
A  : 玉 音 • 破損 の原 因 にな りますので製品に乗 った り衝撃 を与 えないで くだ さい。

/土 息 ・本体 中央部 の フィルターには直接触れないで下 さい。不具合 の原因 と
な ります。

塩 ビシー ト防水施工例
※下記の施工手順は一例になりますので実際の施工方法は各防水メーカー様の仕様に準 じてください。

1
ビシ ー ト防水

脱 気 穴 (0 50mm)

熱 風 溶 接 機

7

増 し張 りシー トをめ くりなが ら、熱風溶接機 を用

いて増 し張 りシー ト端末部の内周付近 と脱気 フィ

ルター本体 フランジ部 を熱融着 させ る。

・フィルター部 を熱 し過 ぎないように注意する。

カワスキ等 を滑 らせて端末部の浮 き ・剥がれが無

いか確認 し、あ った場合 は熱風溶接機 を用 いて再

度熱融着 させ る。

目地処理 を施 した後、塩 ビシー ト防水 を施工す

る。 目地交差部 に脱気穴 (050mm) を開ける。

次 に塩 ビシー ト防水層の上か ら下地 に本体固定用

ビス下穴 (04.5mm) を ドリルで開ける。

本 体 固定 用 ビス下 穴

(04.5mm)

下穴に合わせて脱気 フィルター本体を置 き、本体

固定用 ビスを用 いて固定する。脱気面は付属 して

いる養生シールを張 り付 ける。

増 し張 りシー トをめ くりなが ら、脱気 フィルター

フランジ部 と増 し張 りシー トの間に溶着剤 を塗布

して填圧 し、溶着 させ る。

増 し張 りシー トを適 当な大 きさに切 り、脱気 フィ

ルター本体の上 にかぶせ る。 (増 し張 りシー トと

防水層が40mm以上かぶ る大 きさにする。)

増 し張 りシー トをめ くりなが ら、熱風溶接機 を用

いて脱気 フィルター本体 フランジ部の段差部か ら

増 し張 りシー ト端末部の外周 にかけて熱融着 させ

る〇
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